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４月１ 日の人事異動にて、私たちが鶴見川を管理する出張所長に赴任しました。 
  ・鶴見出張所長  上林喜美夫 

 ・新横浜出張所長 林 健二 
今年の３月まで新横浜出張所で発行していた『新横浜出張所だより』に、鶴見出張所管内の情報を加え

て、２つの出張所で『鶴見川 出張所だより』として、新たに発行していく ことにしました。 
皆さんに役立つ鶴見川の情報を発信していく 予定です。管理している範囲は、下の図面のとおりですが、

どちらでも気軽に声をかけて頂ければ対応させて頂きます。よろしく お願いします。 
 
 

 

 

京浜河川のＨＰは http://www.ktr.mlit.go.jp/keihin/ 

 

 

 

 

鶴見川の末吉橋（川
崎市幸区小倉、横浜市
鶴見区上末吉）から第
三京浜橋梁（横浜市都
筑区川向町、港北区小
机町）および矢上川 1.8
ｋｍ、早淵川 1.6ｋｍ、
鳥山川 1.9ｋｍの範囲
の管理を担当していま
す。 

 

鶴見川の河口
（横浜市鶴見区
末広町、鶴見区
大黒町）から末
吉橋（川崎市幸
区小倉、横浜市
鶴見区上末吉）
の範囲の管理を
担 当し ていま
す。 
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鶴見線臨港鉄道橋 
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あ と が き 
 鶴見出張所と新横浜出張所で話し合い、お互い

の管内の情報を１つの新聞として情報発信して

行くことにしました。 

 ４月号を作ってみて、やはり中流部の記事の方 

が多くなりそうです。 

鶴見出張所の管内では、４月１日に鶴見川河口 

付近で沈没した船の引き上げ作業が行われたり

といったこともありました。 

皆さんに知って欲しい内容などのほか、河川利 

用者の皆さんから、よく聞かれる内容なども取り

上げて行きたいと思っています。『新横浜出張所

だより』同様よろしくお願いします。 

『鶴見川出張所だより』編集長（上林喜美夫） 

鶴見川流域は、急速に発達した低
気圧の通過により、4月6日の夜から
深夜にかけて、大雨（荏田雨量観測
所で163mm、時間最大59mmなど）とな
りました。この影響で、亀の子橋水
位観測所では避難判断水位(6.70m）
を超える6.77mを記録しました。 
この出水により鶴見川多目的遊水

地では、6日23時22分から流入が始ま
り、約3時間後の7日2時28分まで続き
ました。 
今回は、平成 16 年 10 月 9 日台風

22 号に次ぐ、史上 2番目の流入量（約
92 万ｍ３）を記録し、亀の子橋地点
で約 60ｃｍの水位低効果があったと
推定されます。 
詳しい出水状況は、京浜河川事務

所のホームページをご覧ください。 

今年１月中旬から施工していた港北区樽町２
丁目、３丁目の新幹線アンダーパス工事は、３
月末に完成し解放されています。 

沿川の皆さんや樽町公園を利用される皆さん
には、ご理解とご協力を頂き、ありがとうござ
いました。 

この工事は、昨年（平成２４年）３月に完成
した鶴見区駒岡４丁目の鷹野大橋下流側から鶴
見川河川敷に降りられるスロープから港北区新
横浜３丁目まで繋がっている河川敷道路に、緊
急用物資等を積んだ大型車両が走るため整備し
ているものです。橋梁の下を横断する部分の桁
下高が十分に確保されていない箇所の構造を鷹
野橋人道橋と鷹野大橋と同様、桁下高を 3.8m
確保したものです。 

 
 

ＪＲ小机駅の近くにある、地域防災施設『鶴見川流

域センター』は、流域にお住まいの皆様への情報発信

施設として、また、洪水や地震時の防災拠点となる施
設です。 

昨年度は、26,080 人の方が鶴見川流域センターを
訪れています。 

ここでは、鶴見川の治水の歴史、環境（水質や生き

物など）だけでなく、どんな魚が棲んでいるのか実際
に見ることができます（ミニ水族館を設置）。時期に

よっては、鶴見川のアユも展示しています。 
また、屋上からは鶴見川多目的遊水地などが一望で

きます。 
【毎週火曜日が休館日です】 

住所 横浜市港北区小机町２０８１ 
電話 ０４５－４７５－１９９８ 

（鶴見川流域センター直通） 
 

 

 

 
 

   
  

 


